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液体ﾘﾁｳﾑ鉛(PbLi)液滴からﾄﾘﾁｳﾑを高能率回収する手法(VST)を液体ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄに

適用可能な実用技術ﾚﾍﾞﾙに向上させる為、NIFS 所有の液体金属試験ﾙｰﾌﾟ

(Oroshhi-2)を使用した連続運転検証を準備中である。現在京都大学に於いて装

置の単体機能試験を終了したので内容を報告する。 
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1. 緒言 

液体ﾘﾁｳﾑ鉛(PbLi)液滴から真空落下中に液滴中に溶解したﾄﾘﾁｳﾑの高効率回収

が可能である事を発表者らは過去に報告した。液体ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄに於ける燃料回収技

術 VST(Vacuum Sieve Tray)のフィジビリティと特性の評価を目的として、NIFS

の液体金属試験ﾙｰﾌﾟ Oroshhi-2 に VST を装着し連続運転を準備している。検証

項目は複数ﾉｽﾞﾙによる液滴落下状態でのﾄﾘﾁｳﾑ回収率の推移、液滴相互干渉の影

響及び 24h 連続運転の安定性であり、本報告ではこの VST の単体基礎試験の結

果を報告する。 

2. 試験構想と検証実施状況 

2-1. 連続流動試験 

Orosshi-2 での連続流動試験の計画を Fig. 1 に示す。D2 を溶解した液体 PbLi を電磁ﾎﾟﾝﾌﾟで循環し VST 装

置上部の複数ﾉｽﾞﾙで液滴化し真空ﾁｬﾝﾊﾞｰ内を落下中に液滴より D2 を放出させる。放出前

後の PbLi 中 D2濃度 Cin、Cout の比から回収率を算出しﾉｽﾞﾙ本数の影響を検討する。また

24h 連続運転中の回収率推移及び動作の安定性を検証する。 

2-2. 単体機能検証 

連続流動試験に先立ち VST の単体機能検証を実施した(Fig. 2)。PbLi 温度制御能力、真

空下での自由液面生成、ｼｰﾙ構造の耐久性、微小流量の計測を実施した。ｼｰﾙ構造は高真空、

PbLi 耐久性、かつ試験装置として非溶接での分解組立を要求されるためｸﾞﾗﾌｧｲﾄとﾒﾀﾙ O-

ring の複合構造を案出し 10-４ Pa ｵｰﾀﾞの真空度を得た。高速撮影により連続で径の安定し

た液滴の生成を確認し、±15%で微小流量を測定した。 

3. 結論 

VST の単体試験で連続運転に必要な機能として自由液面の生成、液滴の生成と流量測

定能力を確認した。装置単体での機能検証を終了し 2019/04 より Oroshhi-2 に組み込み連

続流動での検証を開始する。 
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Fig. 2 VST 単体機能試験状況 
下部が VST、上部ﾁｬﾝﾊﾞｰより液体

PbLi を供給しﾉｽﾞﾙで液滴化、VST
内を落下中に D2を真空中に放出す

る。断熱材は撮影の為除去 

Fig. 1 連続流動検証 概念図
回収装置(VST)、D2 溶解部、電磁ﾎﾟﾝ
ﾌﾟ(EMP)、濃度測定部(Cin, Cout)、 
回収ｶﾞｽ計測(QMS)よりなる
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